SO 区 や 。 


トリ ニトロ ンカ ラー テレ ビ 


_KV-1375A 


の 77477 の 


オー ディ オ 出 力 端子 つき 


上 手 な 使い か た 


お 買い 上 げ い た だ き あ り が と う ご ざいます 


この 説明 書 を 読ん で 正しく お 使い くだ さい 
保証 書 と 説明 書 、 サ ービス 窓口 の し お り は 、 い っ し ょ に 保管 し て くだ さい 


で 1977 by Sony Corporation 


番号 順 に お 使 し 、 ぐ だ さ し 、 ふ ぶ だ ん は これ だ け で きれ い に 映 り ま す 


「 机 電源 スイ ッ チ を いれ ます 。 


POWER 
押す 
屋外 アン テ ナ の 場合 
アン テ ナ は つなが れ て いま すか (20 ペ ー ジ ) 
消す と き は 
も う 一 度 押し ます 。 
| 見 た い チャ ン ネ ル を 選び ます 。 


お 好み の ボタ ン を 押し ます 。 
選ん だ チャ ン ネ ル 
の 表示 ラン プ が つき ます 。 


006@ 
Fr 


電源 コー ド は つなぎ まし た か 


ご 注意 : 2 つ 以 上 同時 に 押す と 、 画 が 出 ませ ん 
画 と 音 が 出 ず 、 表 示 ラ ンプ も つか な い 
| と き は 一 19 ペ ー ジ 左上 


1 一 12 チ ャ ン ネ ル は 
ロッ ドア ン テ ナ を 
調節 し ます 。 


13 一 62 チ ャ ン ネ ル は 
ルー プア ン テ ナ を 
調節 し ます 。 


色 を 調節 する に は 


肌 が 自然 な 色 に みえ る よう に あわ せま す 」 


緑 が か っ て いる と き は 紫 が か っ て いる と き は 
Zs 色あい つま み ン へ 


色 が 濃 す ぎる と き は 色 が つか な いと き は 


ュ テ スム 、 ュ パス へ 、 


イヤ ホン で 聞こ くに は 


2 つの つま み と も 、 つ まみ が 左右 に まわ る 範 
囲 の まん 中 近く が 調節 の 目安 で す 


MA イヤ ホン だ け か ら 6 
生放送 な ど 、 色 調 の よい 番組 の と き に 調節 す 関 こえ ます 。 
る と よい で し ょ う e 
= ーー ニーー 
イヤ ホン と スピ ー カ ー [1 


目 が つか れ ま せん 


色 は や や 薄め の ほう が 、 か ら 聞 こえ ます 。 


つま み の 標 準 位置 


お お よそ の 目安 と お 考え くだ さい 。 ふだん は これ で きれ い に う つり ます 。 


AFT 
AFT( 上 )  、) 
ON( 押 し こむ ) ジジ 


(ふた の 中 、8 ペ ー ジ ) 


ツン い っ ぱい か ら 少 し まん 中 
に 戻し た あたり 左右 に まわ る 人 ) 


ON ( 右 ) 


(し まわ し 80%) まん 中 と まる 位置 


付属 の イヤ ホン を 
お 使い くだ さい 


に 


| = ョ | 5 mm 較 Wmm | OFF ON 
PICTURE HUE COLOR BRIGHT AUTO 


(ビク チャ ) (色あい )  ( 色 の 濃 さ ) (明る さ ) (自動 カラ ー) 


各部 の 名 称 と 働き 


も 自動 微 調 整 ス イッ チ [AFT] 
(ふた の 中 ) 


電源 スイ ッ チ [POWER] 


チャ ン ネ ル ボ タン 
音量 つま み [ VOLUME] 


垂直 同期 つま み [V HOLD] 


@ 自 動 カ ラー スイ ッ チ [AUTO] (テレ ビ の 裏 ) 


⑬ 明 る さつま み [ BRIGHT] 


@ 色 の 渡さ つま み [COLOR] 


色あい つま み [HUE] ォ *ーーーーーーー イ ヤ ホ ンジ ャ ッ ク [⑱] 
(テレ ビ 右 横 ) 


ビク チャ ー つ まみ [ PICTURE] 


自動 微 調整 スイ ッ チ [AFT] 

テレ ビ を 、 放 送 局 の 電波 に 正確 に あわ せる 、 自 動 微 調整 回 路 の スイ ッ チ 

で 、 ふ た の 中 に あり ます (次 ペー ジ 、 プ リセ ッ ト を 参照 )。 

ON (押す ) : ふだん は この 位置 で で らん くだ さい 。 プ リセ ッ ト が 多少 ず 
れ て いて も 、 自 動 的 に 放送 局 の 電波 に あわ せ て 、 画 面 を 正しく 保ち 
ます 。 

OFF( も う 一 度 押す ) : も し も 電波 状態 が ひど く 悪 く ON の まま で は 画 が 
乱れ る 地方 で は 、OFF に し て か ら 、 プ ブリ セッ ト の 選 局 つま み (9 ベ 
ー ジ ) で 、 き れい な 画 に な る よう に 調節 し て くだ さい 。 


@ 自 動 カ ラー スイ ッ チ [| AUTO] 

色調 を 自動 的 に 見 や すい 範囲 内 に お さえ る 、 自 動 カ ラー 回 路 の スイ ッ チ 

で す 。 

ON( 右 ) : ふ ゞ だ ん は この 位置 で ご らん くだ さい 。ON に し て お け ば 、 色 
の 濃 さ (COLOR) 、 色 あい (HUE ) は 一 定 の 見 や すい 範囲 内 に お さ 
えら れ ま す 。 

OFF( 左 ): と くに 見 に くい 色 の と き や 、 お 好み の 色 で ご らん に な り た い 
と き は 、 OFF に し て か ら 色 調 を 調節 し て くだ さい 。 OFF に する と 色 
の 濃 さ つま み ③、 色 あい つま み ④ で 調節 で きる 色 の 範囲 が 広がり ま 
す 。 


色 の 濃 さ つま み [COLOR] ⑳ 色 あい つま み [HUE] 
この 2 つの つま み で 、 色 の 濃 さ (飽和 度 ) と 色あい (色相 ) を 調節 し ま 


す 。 使 いか た は 4 ペー ジ ” 色 を 調節 する に は ” の と お り で す 。 

@ 2 つの つま み は 交 互 に 数 回 調節 する と 、 き れい な 色調 に あわ せら れ 
ます 。 肌 が 自然 な 色 に 見 える よう に あわ せ て くだ さい 。 

@ 2 つの つま み と も 、 白 黒 番組 に は 関係 が あり ませ ん 。 


⑥ ピクチャー つ まみ [ PICTURE] 

一 度 き れい な 画 に 調節 し た あと で 、 お 部 屋 の 明る さ を 変え た と き は 、 こ 
の つま み ひ と つ で 、 画 面 ( 色 の 濃 さ コン トラ スト 明る さ ) が バラ ン 
ス よ く 、 見 や すい よう に 調節 で きま す 。 明 る い 部 屋 で は に 、 暗 い 部 屋 
で は に まわ し ます 。 

ふつ う の 明 る さ の お 部 屋 で は し まわ し 80% 位 が 標準 位置 で す 。 


⑬ 明 る さつま み [ BRIGHT] 
画 の 明る さ (輝度 ) を 調節 する つま み で す ン まわ し で 明る く な り ま す 。 
ふだん 触れ る 必要 は あり ませ ん が 、 ピ クチ ャ ー つ まみ ⑤ を 調節 し て も 、 
まだ 画 が 暗かっ た り 明 る すぎ る と き は 、 こ の つま みて で 調節 し て みて くだ 
さい 。 左右 に まわ る 、 ま ん 中 (カチ ッ と と まる 所 ) が 標準 位置 で す 。 

すい ちょ くど うき 
垂直 同期 つま み [V HOLD]( テ レビ の 裏 、 中 央 ) 
ふだん 触れ る 必要 は あり ませ ん 。 画 が 上 下 に 分 か 
れ た り 、 流 れ た りす る と き に 調節 し ます 。 
調節 は 、 画 が 下 か ら 上 っ て き て 、 ピ タリ と と まる 
よう に あわ せる と 安定 し ます 。 


プリ セッ ト 

プリ セッ ト と は 、 チ ャ ン ネ ル ボ タン ご と に 見 た い チ ャ ン ネ ル を 決め て 
その チャ ン ネ ル が きれ い に 映 る よう に 、 前 も っ て テレ ビ を 調整 する こと 
で す 。 一 度 プ リセ ッ ト す れ ば 、 あ と は ボタ ン を 押す だ け で 、 お 望み の チ 
ャ ン ネ ル を 手早く 選ぶ こと が で きま す 。 

工場 出荷 時 に は 1. 2. 3. 4. 6. 8. 10. 12. 39. の 各 チ ャ ン ネ 
ル が 映る よう に プリ セッ ト し て あり ます が 、 こ れ は お 使い に な る 地域 の 
放送 チャ ン ネ ル に 応じ て 、 自 由 に 変え られ ます 。 

ご 自分 で プリ セッ ト を 変え る に は 、 次 の よう に し て くだ さい 。 


MI 
回 四 


チャ ン ネ ル の 順序 は 使わ なかい ボタ ン や 空 チ ャ ン ネ ル に は 
自由 に 入れ 換え られ ます 。 この マー ク を 付け ます (15 ペ ー ジ )。 
UHF を 左側 に する こと も 

で きま す 。 


いく つか の ボタ ン を 同じ チャ ン ネ ル に 
セッ ト す る こと も で きま す 。 


堂 チャ ン ネ ル (た と えば 東京 の 2 チャ ン 
ネル ) を 、 と ば し て セッ ト で きま す 。 


準備 
⑩ 外 ぶ た を あけ ます 。 


内 ぶた 中 央 の ミゾ を 押し な が ら 、 
手前 に 引き 出し ます 。 


プリ セッ ト 機 構 
内 ぶた を は ず す と 、 中 に プリ セッ ト 機 構 が あり ます 。 


自動 微 調整 スイ ッ チ [AFT] 
プリ セッ ト す る 前 は OFF(ON か ら 押 す と 上 が る )、 プ リセット 
し た 後 で は ON( 押 し こむ ) に 戻し て くだ さい 


プリ セッ ト 機 構 は タテ 1 列 が 1 組 で す 
これ が 横 に 9 組 あ り ま す 。 こ の 9 組 の プリ セッ ト 機 構 は 
チャ ン ネ ル ボ タン 9 個 と 、 そ れ ぞ れ 対応 し て いま す 


チャ ン ネ ル ボ タン 
この ボタ ン (た と えば 左 か ら 3 つ 目 ) を 押す と 、 そ の チャ ン ネ ル 
数 字 が 照明 され て 、 こ れ に 対応 する プリ セッ ト 機 構 ( 左 か ら 3 つ 
目 ) が 働き 、 現 在 プ リセ ッ ト し て ある チャ ン ネ ル が 映り ます 


バン ド 切 換 つ まみ (外側 の 白い つま み ) 
押し た ボタ ン の 上 に ある バン ド 切 換 つ まみ を 切換 えて 、 プ 


リセ ッ ト し た い チ ャ ン ネ ル の 範囲 (バン ド ) を 選び ます ( く 
わし く は 11 ペ ー ジ ) 


選 局 つま み ( 内 側 の 黒い つま み ) 

バン ド 切 換 つ まみ で バン ド を 切換 えた あと 、 こ の つま み を 
まわ し て 、 プ リセ ッ ト し た い チ ャ ン ネ ル が きれ い に 映 る よ 
うに 、 あ わせ ます 


イン ジ ケ ー タ ー( ダイ ヤル 窓 ) 
選 局 つま み で 希望 チャ ン ネ ル に あわ せる と き 、 希 望 チ ャ ン 
ネル を 探し 出す 目安 に な り ま す 

選 局 つ まみ を へ へ (また は へ へ ) ま わす と 、 イ ンジ ケー ター 
の 黒い 指針 は 右 へ (また は 左 へ ) ゆ っ くり 動き ます 

指針 が チャ ン ネ ル の お お よそ の 位置 を 示し ます 


6@Ooo96o 


まあ き コー ュ チ ャ ン キ ル ん き 4ー ジ チャ ン ネ ル ロー チャ ン ャ ル 


プリ セッ ト の し か た 

ここ で は 一 番 左 の ボタ ン を 6 チャ ン ネ ル に プリ セッ ト す る 場合 を 例 に と 
り ま す 。 

電源 スイ ッ チ を 入れ ます 。 


1 
\! 
い 


! 


QD000 
ーー 


人 プリセット し た い チ ャ ン ネ ル ボ タン を 押し ます 。 


い 


ここ で は 一 番 左 の ボタ ン を 押し ます 。- 一 
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⑬ 自動 微 調整 スイ ッ チ [AFT] を OFF に し ます 。 


AFT 純 テ (押す と 上 が 


( 


(の み め の 


⑲ バ ンド 切換 つま み と 選 局 つ まみ で 、 希 望 す る チャ ン ネ ル に あわ せま す 。( 実 際 の 方 法 は 次 ペー ジ ) 


1--3 チ ャ ン ネ ル の 内 の どれ か に プリ 4--12 チ ャ ン ネ ル の 内 の どれ か に プ 


セッ ト し た いと き リセ ッ ト し た いと き 
(VHF low channel) (VHF high channel) 
( 1) 外側 の 白い つま み の ミ ゾ を 赤 人 @ ( 1 ) 外側 の 白い つま み の ミ ゾ を 共 〇 
に あわ せま す に あわ せま す 
(1-3) | (4 一 12) 
OO O@O 
(2 ) 内 側 の 黒い つま み を まわ し て (2 ) 内 側 の 黒い つま み を まわ し て 
希望 チャンネル に あわ せま す | 希望 チャ ン ネ ル に あわ せま す . 


実際 の 方 法 は 、 炊 ペー ジ 以 下 を ご らん くだ さい 。 


13--62 チ ャ ン ネ ル の 内 の どれ か に 
プリ セッ ト し た いと き 
(UHF channel) 


( 1) 外側 の 白い つま み の ミ ゾ を 青 鑑 
に あわ せま す 。 


(13 一 62) 
OO 


(2 ) 内 側 の 黒い つま み を まわ し て 
希望 チャ ン ネ ル に あわ せま す . 
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実際 の 方 法 

@ 外側 の 白い つま み を 切換 えま す 。 

ここ で は 、 一 番 左 の ボタ ン を 6 チャ ン ネ ル に プリ セッ ト し た い の で すか 
ら 、 一 番 左 の つま み を 、 黄 色 (4ー12 チ ャ ン ネ ル ) の 位置 に し ます 。 

( 黄色 で 、 し か も キチ ン と と まる 位置 に あわ せ て くだ さい )。 

これ で いっ た ん 画 が 消え ます 。 


付属 の プリ セッ ト 用 アダ プター を 
使う と 、 楽 に 切換 えら れ ま す 。 
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@ 内 側 の 黒い つま み を 、 希 望 す る チャ ン ネ ル に あわ せま す 。 
まず 、 プ リセ ッ ト 用 アダ プター を 、 前 図 と は 逆 向 き に し て 、 内 側 の 黒い 


⑬ その まま べ へ へ 何 回 も まわ し ます 。 
イン ジ ケ ー タ ー の 指針 が 、 ゆ っ くり 右 へ 動き ます 。 


ある チャ ン ネ ル が 映り は じ め ま す 。 
まわ す に つれ て 、 画 が 乱れ た り 画 面 が 暗く な っ た 


り し ます が きれ い に 映 る まで 、 選 局 つ まみ ( 黒 ) 
を まわ し て ゆき ます 。 


@ 新聞 の テレ ビ 番 組 表 を 見 て 、 映っ て いる 番組 が 何 チャ ン ネ ル の も の か 、 
確か め ま す 。 


イン ジ ケ ー タ ー の 指針 の 位置 で も 、 お お よそ の 見 
当 が つき ます 。 ま た 別 の テレ ビ を 使っ て 、 番 組 を ユー!② 
見 此 べ る の も 一 法 で す 。 


4 チャ ン ネ ル や 5 チャ ン ネ ル の 番組 が 映っ て いる と き は 、 さ ら に へ へ 
まわ し ます 。 また 、7 チ ャ ン ネ ル 、8 チ ャ ン ネ ル … が 映っ て いる と き は 、 


へ へ 戻し て 、6 チ ャ ン ネ ル (希望 チャンネル ) が きれ い に 映 る まで 調節 
し て くだ さい 。 


イン ジ ケ ー タ ー の 指針 が 右 い っ ぱい (ある い は 左 い っ ぱい ) まで くる 
と 、 そ れ 以 上 は カチ ンカ チン と 音 が 出 て カラ まわ り し ます 。 
この 場合 は 、 そ れ 以 上 まわ さ ず 反対 方 向 に 戻し て くだ さい 。 


以上 、 一 番 左 の ボタン を 6 チャ ン ネ ル に プリ セッ ト す る 場合 を 例 に と り 
まし た 


同様 に 各 ボ タン を プリ セッ ト し て くだ さい 。 2 番目 の ボタ ン を 押し 、 す 
ぐ 上 に ある 2 番目 の プリ セッ ト 機 構 を 、 同 じ よ うに し て 、 お 好み の チャ 
ン ネ ル に プリ セッ ト し ます 。 (11 ペ ー ジ 参照) 

以下 、 次 々 に 3 番目 、4 番 目 … の ボタ ン を プリ セッ ト し て ゆき ます 。 
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内 ヤ 
画面 は 、 選 局 つ まみ に よっ て こん な に 変化 し ます 。( 自動 微 調整 スイ ッ チ が OFF の 場合 ) 


さら に まわ す 4 
と 隣 の チャ ン 5 
ネル が 出る 


人 aeobi ーー ぼや ける テー 希望 チャ ン ネ ル の 一 みしま も よう が 一 テ 


さら に まわ す 
と 隣 の チャ ン 
ネル が 出る 


画 が くず れる 一 一 うつ ら な い 
(暗く な る ) 


(暗く な る ) 色 が つか な い 正常 画面 0 
| 
| 
へ へ 回 し すぎ 正しい 調整 位置 
(へ へ 戻し て くだ さい ) 


の へ 回 し すぎ 
( つ へ へ 戻し て くだ さい ) 


プリ セッ ト が 終っ た ら … 
@ 自動 微 調整 スイ ッ チ [AFT] を ON に 戻し ます 。 
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ラベ ル を 付け か えま す 。 
チャ ン ネ ル の 表示 に は 工場 出荷 時 の 数 字 が 差し こま れ て いま す 。 ご 自分 
で プリ セッ ト を 変え た と き は 、 こ れ に 応じ て 数 字 を 差し か えて くだ さい 。 


音量 つま み を 左側 に 動か し ます 。 
VOLUME [| ] 村 


数 字 板 は お も て 側 か ら 
此 で 押す と 、 は ずれ ます 。 


ラベ ル 板 を 引き だ し ます 。 


数 字 板 を 裏側 か ら 、 
と り 付 け ま す 。 


Ns、 


信 付 属 の ラベ ル に は 、 数 字 の ほか に 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 、 * 印 な ど が あり 
ます 。 お 好み に よっ て 使い 分 け て くだ さい 。 

例え ば *E は 空 チ ャ ン ネ ル に ご 利用 くだ さい 。 ま た [ビデオ] は ビデ オ 
デッキ を 使う と き の 空 チ ャ ン ネ ル 用 に ご 利用 くだ さい 。 


@ 結果 を 確か め ま す 。 

プリ セッ ト し た ポタ ン を 次 々 に 押し て 、 全 て の チャ ン ネ ル が きれ い に 映 
る こと を 確か め ま す 。 ま た 、 映 る チャ ン ネ ル が ボタ ン の 数 字 と 正しく あ 
っ て いる こと を 確か め ま す 。 

ふた を 閉じ ます 。 

お 子 様 の いた ずら を 防ぐ た め 、 内 ぶた を 元 ど お り に と りつ け て 、 外 ぶた 
を 閉じ ます 。 


あと は ボタ ン を 押す だ け 。 ワ ンタ ッ チ の 操作 で 、 自 由 に チャ ン ネ ル が 選 
べ ま す 。 
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オー ディ ゴ オ 機 器 と の 組合 せ 


後面 の オー ディ オ 出 力 端子 を 利用 し て オー ディ オ ( 音 響 ) 機 器 と 組合 せ 
る と 、 テ レビ の 音 を 良い 音質 で 録音 ・ 再 生 で きま す 。 


テー プ デ ッ キ 
ステ レオ ・ ラ ジオ カセ ッ ト 


LINE 入 力 に つなぐ と 、 
テレ ビ の 音声 を 良い 音質 で 
録音 で きま す 。 


AUX 入 力 に つなぐ と 、 テ レビ 
の 音声 を スピ ー カ ー シ ス テム 
で 再生 で きま す 。 


つなぎ か た 

図 の よ うな 別売 接続 コー ド を ご 利用 くだ さい 。 

テレ ビ の 音声 は モノ ー ラ ル な の で 上 下 の 端子 と も 同じ 音 が 出 て いま す 。 
接続 コー ド の L ・R は 、 送 に つない で も か まい ませ ん 。 ま た L ・R ど ち 
ら か 一 方 で も 使用 で きま す 。 
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3 
E】 
| 
1 
ヌ 
償 
に 
よ 
き 
ロ 


使い か た 

録音 レベ ル や 再生 音量 は 、 オ ー デ ィ オ 機器 側 の つま みて で 調整 し て くだ さ 
い 。 テレ ビ の VOLUME つ まみ が と の 位置 で も 、 録 音 レ ベル に は 影響 あ 
り ま せん 。 オ ー デ ィ オ 出力 端子 を 使っ た 時 で も 、VOLUME つ まみ で テ 
レビ の 音量 は 自由 に 調整 で きま す 。 


ラジ オカ セッ ト や カセ ッ ト レ コー ダー 
テレ ビ の 音声 が 、 よ い 音 質 で 録音 で きま す 


ol LINE 入 力 に つなぐ 場合 


使用 上 の ご 注意 
スピ ビー カー シス テム と テレ ビ は 、 な る べく 離し て お 使い くだ さい 。 ス ピー カー の 


磁気 に より 、 画 面 に 色 ム ラ を 生ずる こと が あり ます 。 
FM 受信 機 は 、 な る べく 離す か 電源 を 切っ て くだ さい 。 相 互 千 渉 に より 、 画 面 に 


し ま 模 様 の 出る こと が あり ます 。 


接続 コー ド RK-105H (別売 ) 


オー ディ オ 機 器 (録音 機 、 プ レー ヤー、 チ ュー ナー な ど ) と テレ ビ と は 、 な る べく 
離し て お 使い くだ さい 。 近 くに 置く と ブー ン と いう 雑音 (誘導 ハム ) の 出る こと が 
あり ます の で 、 気 に な ら な い 程 度 ま で 離し て ご 使用 くだ さい 。 


この ほか 、 ご 不明 な 点 は お 買上 げ 店 に お 問合せ くだ さい - 
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故障 か な の 一 科 < まし ょ う 。 


画 は 出る が 、 音 が 出 な い 

VOLUME 

音量 つま み を 右 に 動か す 

イヤ ホン が [ ・] に つなが れ て いる と 
音 が 出 ま せん 


色 が つか な い 音 は 出る が 画 が 出 な い 


きれ い に う つら な い - 
色 が お か し い 画面 が 暗い 


自動 微 調整 を OFF に し て 、 プ リ 各 つ まみ を 調節 し な お 21 
セッ ト し 直す 。 そ の あと 自動 和 し て みる (4 一 7 ペー ジ ) 
調整 を ON に 戻す 


(くわ し く は 8 一 14 ペ ー ジ ) 


バン ド 切 換 つ まみ (正しく 切換 
えな いと 画 が で ませ ん ) 

( 11 ページ ) 
ーー 


画 ・ 音 が 出 な い 
(チャ ン ネ ル の 表示 ラン プ も つか 
な い ) 


MW 


バン ド 切 換 ( 自 いつ まみ ) が 途中 @ 山 が あっ た り 、 ビ ル が 立っ た り 
で と まっ て いま せん か ? K する と 、 そ こ て で 反射 し た 電波 が ア 
カチ ン と と まる 位置 に あわ せま す 。 3 1 か dk 
(11、12 ペ ー ジ ) 本 日 
アン テ ナ の 位置 ・ 方 向 ・ 高 さ を 調節 
急 に 二 重 像 を 生じ 


画 が 上 下 に 流れ る 、 
分 れる 


いろ ^ 


は ん 点 や 点 模様 が まる (0 二 舞 孝 の 


切換 金具 の 位置 は 
正しい で すか 


(S 5 


8 アン テ ナ が Hi 
- 風 で こわ れ た り 
垂直 同期 つま み を 調節 
[|_j] は ずれ て 曲っ て いま せん か へ ヤー ドラ イヤ ー、 自 動車 、 バ イク な ど 
信 寿 命 は 3 一 5 年 か ら の 雑音 電波 が 原因 


いま せん か 海辺 で は 1 一 d 
海辺 で は 1 一 2 年 で す アン テ ナ は な る べく 道路 か ら 難 し て くだ さい 
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屋外 アン テ ナ 


電波 の 入 ロ で ある アン テ ナ は 、 と て も 大 切な 働き を し ます 。 ど ん な に 優 付属 の アン テ ナ で 良く 映ら な い 所 で は 屋外 アン テ ナ を お 使い いた だ く と 
れ た カラ ー テ レビ で も 、 き れい な カラ ー が 楽し め る か どう か は アン テ ナ 見 違え る よう に 良く な り ま す 。 ア ン テ ナ 、 ア ン テ ナ 線 に は 色々 な 種類 が 
に か か っ て いる と さえ 、 言 えま す 。 あり ます の で 、 く わし く は お 買上 げ 店 で ご 相談 の うえ 、 お 選び くだ さい 。 
VHF テ レビ アン テ ナ UHF テレ ビア ン テ ナ 
(1 12 チャンネル 用 ) (13-ー62 チ ャ ン ネ ル 用 ) 


別売 の アン テ ナ コ ネ ク 
ロッ ドア ン テ ナ か ら の ター EAC-12(\300) 
フィ ー ダ ー 線 を 使う と 300 オ ー ム フ 
VHF 屋 外 ア ン テ ナ を ィ ー ダ ー が 簡単 に 付け 
使う と き は 外し て く 
だ さい 。 


(テレ ビ の うら ) 


は ず し で きま す 。 


EAC-12 


VHF に 同軸 ケー プル を 細い 同軸 ケー ブル の と き (3C-2V) 


( 注 )VHF ア ン テ ナ 壮 子 に は 、 
同軸 ケー ブル か フィ ー ダ ー 
か 、 ど ちら か を つない で く 
だ さい 。 両 方 つなぐ 必要 は 
あり ませ ん 。 


切換 金具 は この 位置 に 
つけ て くだ さい 。 SesS) 
切換 金具 は UHF 放送 

の 場合 は 関係 あり | リ 
せん 。 


くだ さい 。 


ね じ は ドラ イ バ ー で 
すべ て 固く し め て くだ さい 。 
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保証 書 と アフ ター サー ビス 


お 買上 げ 時 
保証 書 を 必ず お 受取 りく だ さい 。 


お 買上 げ 店 名 、 住 所 、 
お 買上 げ 年 月 日 を 
お 確か めく だ さい 。 

これ ら の 記入 が な いと 
無効 に な り ま す 。 


ゆず 読み 
1 だ さい 
7 サー 
M 保証 期間 中 で も 
人 有償 に な る 場合 が 
- あり ます 。 
保証 規定 を よく お 読み くだ さい 。 


| 保管 し て 


1 くだ さい 
L | 


再発 行い た し か ね 
ます の で 、 大 切 に 
保管 し て くだ さい 。 


テレ ビ の 調子 が 悪い 時 は 


簡単 な 調節 で 直る こと が 
まず よく あり ます 
18 ペ ー ジ を 
ご 覧 に な っ て 、 


お 調べ くだ さい = 


| 請 六 用 


『 故 障 か な ? 」 の ペー ジ を 
雪 孝 に な る べく くわ し く 


ご 邊 宅 の 時 間 か * 
お 留守 に な る 時 間 を 


[ アフ ター サー ビス を 
了 い 時 は お 申し つけ くだ さい 。 
L は 


また は ソニ ー の 
サー ビス ステ ーション | 


( 計 | 
窓 ロ の し お り ? 参照 


ソニ ー の サー ビス 窓口 で は 
専門 技術 を 持っ た 
サー ビス マン が より 早い 
適 確 な アフ ター サー ビス 
を 心掛け て お り ま す 。 


車 で 行く 道順 
近く の 且 印 守 


リ この テレ ビ の 補修 用 性 能 部 品 (セッ ト の 機能 
を 維持 する た め に 必要 不可 欠 な 部 品 ) の 最低 保 
有期 間 は 8 年 で す 。 

な お 、 く わし く は 最寄り の ソニ ー サ ービス ステ 
ーション に ご 相談 くだ さい 。 
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お ま 入 れ 


キャ ピ ネ ッ ト や 画面 は 、 や わら か い 
布 で お ふき くだ さい 。 

キャ ピ ネ ッ ト の 汚れ が ひど いと き は 、 
水 で うす め た 中 性 洗剤 液 に や わら か 
い 布 を ひたし 、 か た くし ぼっ て か ら 
汚れ を ふき ます 。 こ の あと 乾い た 布 
で カラ ぶ き し て くだ さい 。 こ の 際 、 
必ず 電源 スイ ッ チ を 切り まし ょ う 。 


ほこ り は テレ ビ の 大 敵 

内 部 に ほこ り が た まる と 、 故 障 や 事故 の 原因 に な る こと が あり ます 。 い 
つも 快適 に お 使い いた だ く た め 、 年 に 一 度 く らい は 内 部 の 掃除 ・ 点 検 を 
お 買上 げ 店 な ど に ご 相談 くだ さい 。 
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主 な 規格 


受信 方 式 
カラ ー 再 生 方 式 
受信 チャ ン ネ ル 


NTSC 方 式 

トリ ニトロ ン 方 式 

VHF 1 一 12 チ ャ ン ネ ル 

UHF 13ー62 チ ャ ン ネ ル 

VHF 3000 外部 アン テ ナ 用 端子 (ロッ ドア ン テ ナ つ き ) 
750 (3000/7500 切 換金 具 つ き ) 

UHF 専用 外部 アン テ ナ 問 子 

トリ ニトロ ン 90 度 偏向 13 型 

8X12cm 椿 円 型 

2W 


オー ディ オ 出 力 端 子 周波 数 特 仁 20Hz-15kHz ユ 9dB 


電源 
消費 電力 
大 き さ 
重 さ 
付属 品 


出力 レベル 0.5Vrms 国定 
(1kHz 100% 変 調 時 ) 


出 カ イン ピー ダン ス 5kQ 
AC 100V 50/60Hz 


65W 
337xX437x365.5mm ( 幅 / 高 さ / 奥 行 ) 
12.4kg 

イヤ ホン ME-20B 1 個 

チャ ン ネ ル ラ ベル 1 組 


プリ セッ ト ア ダ プ ター 1 個 
UHF ルー プア ン テ ナ 1 個 


特長 


@ プ ラス ・ ト リ ニ ト ロン 

今 ま で の 蛍光 面 を さら に 発展 させ た 新 ス トラ イブ 蛍光 面 を 採用 。 前 面 が 
ラス の 透過 率 、 電 子 ビ ー ム の 密度 も アッ プ さ れ 、 従 来 以 上 に きめ の 細か 
いく っ きり し た 画 に な り ま し た 。 

@9 局 プリ セッ ト の 電子 同調 式 チ ュー ナー “ジェ ッ ト セ ン サ ー" 

前 も っ て お 望み の 局 を セッ ト し て お け ば 、 あ と は ボタ ン を 押す だ け 。 
ワン タッ チ で 手早く チャ ン ネ ル が 選べ ます 。 

@ エ コノ クイ ッ ク 

スイ ッ チ を 切る と 完全 に 電気 が カッ ト さ れる 節電 型 。 プ レヒ ー ト 電力 を 


まっ た く 必 要 と せ ず 、 し か も スイ ッ チ を いれ れ ば 数 秒 で 画 が 現われ ます 。 


@ ビ ピクチャー マチ ッ ク 

つま み ひ と つて で 全体 的 な 色 ( 色 の 濃 さ コン トラ スト 明る さ ) が 、 バ 
ラン ス よ く 調 節 で きま す 。 

@ オ ー デ ィ オ 出力 端子 

テー プ デ ッ キ や ステ レオ アン プ と つなぐ と 、 良 い 音質 で テレ ビ 音 声 が 録 
音 ・ 再 生 で きま す 。 

操作 が 楽 な 自動 調整 (自動 微 調整 と 自動 カラ ー 


@ この テレ ビ は 日 本 国内 用 で すか ら 、 電 源 電圧 、 放 送 規格 の 異な る 外国 
で は お 使い に な れ ま せん 。 

@ 規 格 お よび 外観 は 改良 の た め 予 告 な く 変 更 す る こと が あり ます が 、 ご 
了承 くだ さい 。 

@TRINITRON は 、 三 位 一 体 を 意味 する TRINITY と 電子 を 意味 する 
ELECTRON を 語源 と し て 作ら れ た ソニ ー 株 式 会 社 の 登録 商標 で す 。 


この テレ ビ と 、 ソ ニー の Betamax ビ デオ デッキ (別売 ) を 組み 合わ せ 
て 使い ます と 、 テ レビ 番組 の 録画 ・ 再 生 が で き ます 。 


キュ ー& レ ビュ ー , アフ レコ , 
ポー ズ 機 構 つき 2 時 間 ビ デオ 
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万 一 の 事故 を 防ぐ だ め に これ だ け は お 気 を つけ くだ さい 


異物 を 入れ な いで くだ さい 
金属 片 や 紙 な ど を 入れ ます と 、 感 電 や 義 事 の 原 
因 に な り ま す 。 


/。 
My 
M 


PR 


強い ショ ッ ク を 与え な いで くだ さい 
持ち 運び の 際 は 衝撃 を 与え な いよ うに 、 特 に ブ 
ラウ ン 管 (画面 ) に は ご 注意 くだ さい 。 


水 や 熱 は 禁物 で す 

水 の 入っ た 花 び ん や コッ プ を 上 に 乗せ な いで く 
だ さい 。 水 が 入る と 故障 の 原因 に な り ま す 。 ま 
た 、 ス トー ブ の よう な 熱 器具 の 近く に 置く こと 
は 避け て くだ さい 。 

も し も 水 や 異物 を 入れ た と き は 、 す ぐに スイ ッ 
チ を 切り 、 ア フタ ー サ ービス を お 申し つけ くだ 
さい 。 


ソニ ー 株 式 会 社  〒141 東京 都 品 川 区 北 品 川 6-7-35 お 問合せ (03)448-3311 Printed in Japan 


裏ぶた を あけ な いで くだ さい 。 
電圧 の 高い 部 分 が あり ます 。 内 部 に さわ る と 危 
険 で す 。 


異常 の と き は … 

急 に 画 が 出 な く な っ た 、 異 常 な 音 、 に お い 、 煙 
が 出 た 時 は 、 ス イッ チ を 切り 、 必 ず 電 源 コ ー ド 
を 抜い て か ら 、 お 近く の ソニ ー 特 約 店 、 電 気 店 
な ど に ご 連絡 くだ さい 。 


4-495-67 1-02 (2) 


